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AIと人間の融和で築く新たな健康社会を目指して
-1億総活躍社会に向けた相互ケアの実現-

素人でも健康サポートや適切なケアの一助を担える、相互ケアの実現を目指す

Technologyで人間の「看る」を拡張させ、生活課題への評価・対策の質向上に寄与する

ケアを受ける側も社会的役割を創出し、相互的なWell-Being向上社会を目指す

■データヘルス改革
■介護/看護/保育等領域に助手としてシニア層を
■施設における業務フローの分析・仕分けを基に、
  ①介護助手
  ②介護ロボット（センサーを含む）
  ③ＩＣＴの活用等を組み合わせた業務効率化

■健康経営

■業務効率化・訴訟対策

■情報共有・介助の統一

■新人育成、動作指導の質向上

■相互ケアの実現

■科学的介護の実現

■個別最適化レポート

■事故・傷害リスクの可視化・予防

■施設サービスの質評価

2040年に向けたロボット・AI等の現場活用に向けた実用化構想の検討より
(2040年を展望した社会保障・働き方改革について, 厚労省, 2019)

これまでの研究とこれから

利点
➢ つながり
➢ 会話
➢ 同調・共感
➢ 歴史的共有
➢ 安心、充実感
➢ アイデンティティ
➢ 記憶想起

欠点
➢ 会話の不成立・対立
➢ 未来認識の不安
➢ 精神的ストレス
➢ 事故・トラブル

（Karen S. Rook et al. 2017）
（Bada Kanget al. 2020）

（Bada Kanget al. 2020）

？

介護施設コンサルや
スタートアップ企業での

経験を活かした人間拡張研究

ソ
フ
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ハードウェアを用いた研究

高齢者雇用の促進

労働生産性の向上

恒久的で
健康的・社会的な
役割を創出する
ことがとても重要
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